
そ
の
広
場
か
ら
鳩
が
飛
び
立
つ
と

ぼ
く
の
夢
も
羽
音
を
立
て
て
飛
ん
だ

そ
の
広
場
か
ら
人
が
吐
き
出
さ
れ
る
と

ぼ
く
の
中
に
小
さ
な
恋
物
語
が
生
ま
れ
た

黒
い
貨
物
列
車
は
生
き
も
の
の
よ
う
だ
っ
た

連
結
器
は
楽
器
の
よ
う
だ
っ
た

鉄
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
も
い
い
も
の
だ

ぼ
く
は
一
日
あ
き
も
せ
ず

そ
の
広
場
で
遊
ん
だ

戸画

図
ポ
エ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ベ

兵
庫
駅
｛
黒

灰
谷
健
次
郎

ほ
こ
り
に
ま
み
れ
て
い
る
そ
の
広
場
は

今
は
狼
雑
な
だ
け
だ

四
十
歳
に
な
っ
た
わ
た
し
は

黙
っ
て
そ
の
広
場
を
見
て
い
る

安
心
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一

花束を桐山さんからうけるキャプテン、ＭＷ･ ハドソン

晴
れ
た
朝
の
入
港
風
景
は
美
し
い
。

八
月
九
日
午
前
八
時
二
十
分
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
単
誘
導
ミ

サ
イ
ル
駆
逐
艦
「
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
号
」
〈
四
、
五
○
○
ト
ン
〉
は
、

ク
レ
イ
の
船
体
を
、
き
ら
き
ら
と
朝
の
陽
光
に
輝
く
波
を
け
っ
て

逆
光
線
の
黒
い
シ
ル
エ
ッ
ト
を
浮
上
さ
せ
、
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
ぐ
ん
ぐ
ん
近
づ
い
て
く
る
．

デ
ッ
キ
の
上
下
に
一
列
に
白
い
水
平
服
が
整
然
と
並
ん
で
挙
手

の
礼
で
入
港
す
る
清
々
し
さ
は
、
海
車
な
ら
で
は
の
セ
レ
モ
ニ
イ

だ
。
迎
え
る
側
は
、
自
衛
隊
の
士
官
、
二
、
三
人
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
大
使
館
の
海
車
広
報
官
と
、
車
艦
入
港
だ
け
を
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
す
る
桐
山
商
会
の
田
洲
敏
さ
ん
と
そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
、
ゆ

か
た
姿
の
お
嬢
さ
ん
や
奥
さ
ん
方
だ
け
。

慣

r

ｄＳ
Ｆ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
・
車
の
親
善
訪
問
で
あ
る
「
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン

号
」
に
な
ん
と
も
神
戸
港
は
礼
を
失
し
て
い
る
感
が
す
る
。
市
長

が
革
新
に
変
わ
っ
て
車
艦
に
は
冷
た
い
そ
う
だ
。
そ
ん
な
も
ん
か

な
あ
。
世
界
港
で
あ
る
神
戸
だ
け
は
、
そ
ん
な
ミ
ミ
ッ
チ
イ
態
度

は
と
っ
て
ほ
し
く
な
い
気
が
す
る
。
今
後
と
も
親
善
訪
問
に
は
、

各
国
平
等
に
対
し
て
ほ
し
い
な
と
一
市
民
と
し
て
痛
感
。
そ
れ
で

こ
そ
国
際
港
都
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
し
ら
…
…
。

艦
上
の
デ
ッ
キ
で
は
、
田
淵
さ
ん
と
友
人
の
可
愛
い
お
嬢
さ
ん

二
人
が
ゆ
か
た
姿
で
、
Ｍ
・
Ｗ
・
ハ
ド
ソ
ン
キ
ャ
プ
テ
ン
（
躯
歳
）
と

副
キ
ャ
プ
テ
ン
に
花
束
を
贈
り
、
コ
ア
ラ
が
彼
女
た
ち
の
腕
に
。

夏
の
太
陽
が
さ
ん
さ
ん
と
降
り
そ
そ
ぐ
朝
の
式
典
だ
っ
た
。

☆
☆
☆
☆

八
月
十
一
日
午
前
十
時
。

上
半
身
を
太
陽
に
さ
ら
し
た
水
兵
た
ち
が
「
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
号
」

の
ペ
ン
キ
塗
り
。
タ
ラ
ッ
プ
を
あ
が
る
と
広
報
官
の
Ｌ
・
ダ
ピ
ッ

ド
・
オ
リ
パ
ー
さ
ん
（
妬
歳
）
が
、
さ
っ
そ
く
案
内
し
て
く
れ
る
。

不
気
味
だ
が
、
手
入
さ
れ
た
タ
タ
ー
ル
対
空
誘
導
ミ
サ
イ
ル
や
、

潜
水
艦
用
の
ミ
サ
ィ
ル
ニ
基
が
、
底
ぬ
け
に
青
い
空
に
鈍
く
光
っ

て
い
る
さ
ま
は
機
能
美
さ
え
感
じ
る
。

こ
の
「
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
号
」
は
、
一
九
一
三
年
に
初
代
が
五
、
四
○
○

ト
ン
と
巡
洋
鑑
と
し
て
起
工
さ
れ
、
一
九
一
六
年
に
就
役
し
、
実

戦
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
警
備
に
あ
た
っ
た
。

二
代
目
「
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
号
」
は
、
一
九
六
七
年
、
米
国
の
テ

フ
ォ
ー
造
船
会
社
が
建
造
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
軍
第
三
番
目

の
誘
導
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
。
全
長
四
三
七
フ
ィ
ー
ト
、
幅
〃
フ
ィ

ー
ト
、
速
力
鋤
ノ
ッ
ト
。
「
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
号
」
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
首
都
の
名
に
ち
な
ん
だ
艦
船
で
、

総
合
成
績
最
優
秀
艦
と
し
て
一
九
七
二
年
に
グ
ロ
ー
セ
ス
タ
ー
公

爵
カ
ッ
プ
賞
を
受
け
た
そ
う
だ

一
九
七
○
年
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
年
に
も
日
本
を
訪
れ
た
と
い
う
、

キ
ャ
プ
テ
ン
・
ハ
ド
ソ
ン
は
、

「
一
九
五
一
年
に
初
め
て
日
本
を
訪
れ
て
今
度
で
五
回
目
。
自
然

の
美
し
さ
と
人
情
の
細
や
か
さ
に
ひ
か
れ
て
ま
た
や
っ
て
き
ま
し

た
。
長
崎
ｌ
神
戸
ｌ
横
須
賀
港
へ
入
港
し
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
友
好
を
深
め
る
た
め
に
。

こ
の
艦
に
は
、
二
○
人
の
士
官
と
、
三
一
三
人
の
水
兵
が
乗
っ
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＝

,

て
い
ま
す
が
、
平
均
年
齢
が
調
歳
と
非
常
に
若
い
ノ
．
若
い
彼
ら

が
日
本
を
見
て
、
肌
で
感
じ
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
す
」

１
１
人
神
戸
港
と
神
戸
の
街
へ
の
印
象
は
？

「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
頃
に
来
た
時
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
が
工
事
中

だ
っ
た
が
、
今
回
は
、
コ
ン
テ
ナ
バ
ー
ス
が
活
動
し
て
、
世
界
で

一
番
忙
し
く
、
活
気
の
あ
る
港
だ
と
思
う
。

長
崎
は
、
西
洋
文
化
の
影
靭
が
色
濃
い
街
だ
が
、
神
戸
は
、
京

都
、
奈
良
、
宝
塚
、
有
馬
な
ど
が
近
く
、
日
本
文
化
の
中
心
の
窓

口
で
す
ね
。
宝
塚
歌
劇
を
観
た
か
っ
た
け
れ
ど
予
約
が
と
れ
な
く

て
」と

残
念
が
る
キ
ャ
プ
テ
ン
。
〈
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
蒲
蔽
〉
を
観
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
と
も
か
く
外
国
の
シ
ー
マ
ン

た
ぢ
に
ザ
・
タ
カ
ラ
ズ
カ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
大
変
人
気
が
あ
る

の
だ
。

ｌ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
軍
気
質
は
，

「
ア
メ
リ
カ
と
違
っ
て
海
軍
へ
入
隊
す
る
の
も
自
発
的
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
根
本
的
に
違
う
と

ｒ

－
１

耳一宇

こ
ろ
で
し
ょ
う
」

ｌ
な
ぜ
海
軍
に
？

「
哩
歳
で
船
に
乗
り
た
く
て
海
軍
学
校
へ
入
り
、
一
九
四
七
年
に

海
軍
へ
入
隊
し
ま
し
た
。
一
九
六
三
年
に
南
極
へ
行
き
、
緯
度
の

調
査
に
参
加
し
た
こ
と
が
印
象
的
だ
っ
た
。
何
よ
り
も
こ
の
栄
誉

あ
る
〃
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
〃
号
の
キ
ャ
プ
テ
ン
に
任
命
さ
れ
た
の
が

光
栄
で
す
ね
」

９
歳
．
ｎ
歳
・
過
歳
の
男
の
子
が
い
る
と
い
う
若
い
キ
ャ
プ
テ

ｆ

ン
は
、
子
供
が
希
望
す
れ
ば
海
軍
へ
入
れ
た
い
と
い
う
。

ｌ
な
ぜ
海
軍
が
い
い
ん
で
す
か
，

「
海
軍
に
入
る
と
い
ろ
ん
な
世
界
中
の
国
へ
行
け

て
、
い
ろ
ん
な
人
々
に
逢
え
る
。
出
会
い
の
大
切
さ

を
体
験
し
て
き
た
か
ら
、
ぜ
ひ
若
い
人
に
そ
の
良
さ

を
強
調
し
た
い
で
す
ね
。

兵
庫
県
庁
、
神
戸
市
役
所
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に

な
っ
て
乗
組
員
一
同
に
変
わ
っ
て
お
礼
を
い
い
た
い
」

と
、
紳
士
的
な
キ
ャ
プ
テ
ン
だ
っ
た
。

☆
☆
☆
☆

艦
内
を
案
内
し
て
く
れ
た
Ｌ
・
ダ
ビ
ッ
ト
・
オ
リ

パ
ー
さ
ん
は
、

「
日
本
は
三
回
目
だ
が
大
変
好
き
だ
。
工
業
国
で
働

き
も
の
で
、
エ
ン
ジ
ー
ー
ア
な
と
こ
ろ
が
素
晴
し
い
」

と
語
り
か
け
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
一
○
三

人
の
孤
児
た
ち
が
〃
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
〃
号
の
見
学
に

来
て
い
る
の
に
出
会
っ
た
。
清
潔
な
子
供
た
ち
の
元

。
Ⅳ

｢ ブリスベーンー, 号の水兵たちに歓待される子供たち

気
な
声
。

ふ
と
、
三
○
年
前
の
終
戦
の
夏
の
日
が
想
い
だ
さ
れ
る
。
あ
の

日
も
カ
ン
カ
ン
照
り
だ
っ
た
。
神
戸
を
焼
け
出
さ
れ
た
百
姓
姿
の

父
親
と
疎
開
児
童
は
、
緑
に
そ
よ
ぐ
田
ん
ぼ
を
眺
め
な
が
ら
〃
も

う
あ
の
Ｂ
鯛
と
カ
ン
サ
イ
機
は
飛
ん
で
き
や
へ
ん
ナ
〃
と
想
っ
た
。

そ
れ
に
あ
の
日
は
お
カ
ユ
を
畷
っ
た
つ
け
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
水
兵
と
日
本
の
子
供
た
ち
が
〃
幸
せ
な
ら

手
を
叩
こ
う
ノ
・
〃
と
歌
う
姿
を
み
て
い
る
と
、
い
つ
迄
も
こ
の
平

和
な
姿
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
と
心
か
ら
願
う
。

砥
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ＴＥＬ（0 7 8 ）３３２－１７５５
☆毎日曜日ミニミニリサイタル

､

ノ

ＣＡＦＥＶＩＮＥＴＷＨＩＳＫＹ
“音楽の家，，

ＥＴエトヮＴＯＩ
営業時間／Ａ, Ｍ１１：００～ＲＭ１１：３０ＣＡＦＥ￥3 0 0 ＷＨＩＳＫＹ￥5 0 0
トアロード三宮センター街西入口スカイトーアビル３Ｆ

［シャンソン教室生徒募集中／、

Ｉ

●火曜日・元町プラザ（６Ｆ）シャンソ
ン教室午後２時～７時

●木金土・エトワ公開レッスン

ト
ア
ロ
ー
ド

‐
一
蝋
伽
》
一
銅

男擢 :詞：
①三宮センター街
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北店／スープとバンとドリンク
神戸市生田区下山手通３丁目８－９〈年中無休＞
ティータイム A M I l : 0 0 ~ ＰＭ６ : O 0

T E L 3 3 1 - 2 I 2 2
ドリンクタイム P M 6 2 0 0 ～ＡＭＩ : Ｏ０

ＴＥＬ３３Ｉ－３６６Ｉ

本店／洋酒の店
神戸市生田区北畏狭通２１３〈日休日＞
ＴＥＬＯ７８( 3 9 1 ）３０６０

ｷ ﾔ ﾝ ﾃ ｨ 北店
●

００
大楽苑淡路

交通 廻国置
■■■１１■Ｉ

榊晴夫

☆キャンティ北店メニュー
●ランチタイム￥６００●キャンティライス( サラダ・
コーヒ付〉￥９００・仔牛チーズ焼￥９００●テール
スープ（チーズトースト・ワイン付）￥ｇｏｏ・コー
ヒ・紅茶￥３００
小, 鵬会・パーティはご子算に合- せてご利用下さい。
●干約制ティパーテイ￥６００より（5 0 名橡迄）
ディナーパーティ￥2 . 0 0 0 より

金３３１－２１２２．３３１－３６６１担当飯尾･ 萩原
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フラメンコギター･ 踊りのレッスン開講中

、

『
冨 ・罰

ノ

ス
ペ
イ
ン
調
の
白
壁
と
ァ
Ｉ
チ
。
陽
が
落
ち
る

と
彼
は
居
酒
屋
に
。
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
の
調

べ
と
情
熱
の
踊
り
に
悩
み
も
忘
れ
て
興
じ
る
…

こ
ん
な
店
が
神
戸
に
誕
生
。
ロ
ス
・
ヒ
タ
ー
ノ

ス
は
ス
ペ
イ
ン
の
熱
気
を
伝
え
る
タ
フ
ラ
オ
。

生田区中山手通１丁目９０
英健ピル｜Ｆ
ＴＥＬ３３１－ｌ３１６
５: 3 ＯＰＭ～｜：O ０ＡＭ無休

芦上』鐸プ
認

〃

←･ 。●単聖
吋一

'

泊

生田区下山手通３丁目２２
元町鯉川筋北2 0 0 沈
下山手セントラルハイツｌＦ
ＴＥＬ３９１－５４３１
６: Ｏ０ＰＭ～２: O ０ＡＭ水曜休

■

S A 剛､ 皿
生田区中山手通｜丁目５７
ＴＥＬ２４２－０１００
６: ０ＯＰＭ～４: O ０ＡＭ無休

日焼けした身体の火照りが静かに醒めていく
頃、心の中に残る想いがめぐる。その二人だ
けの世界にジャズピアノが語りかける秋の夜
が、サテンドールでのスイングブレイク。水
割りとピアノトリオに酔いしれる時を知る。

ｉＦ亘輔

：

一

ク
ラ
ブ
〃
小
〃
〃
か
ら
独
立
し
て
単
や
・
年
。

マ
ス
タ
ー
の
嘉
手
納
好
宏
さ
ん
は
益
々
張
り
切

っ
て
い
る
。
恩
い
つ
切
り
カ
ウ
ン
タ
ー
を
長
く

し
た
ぜ
い
た
く
な
ス
ペ
ー
ス
と
一
屑
の
こ
ら
な
い

雰
囲
気
は
〃
か
て
な
‐
な
ら
で
は
の
も
の
だ
。
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（ 井 堀 蹄 瑚 餅 匪 蹴 ）

詩 嬬 埼 、 肝 田 閃 号 Ｅ 州 耐 今 叫 皿 豊

山 人 口 斗 へ Ｔ ｕ Ｊ 噸 ① 詞

「 ｍ Ｆ （ Ｓ 巴 隠 一 ｌ い の 、 ①

Ｕ 三 角 ｇ 労 Ｇ 川 Ｎ Ｉ ｕ Ｅ Ｑ 山 へ 匠

削 ｇ ’ 一 台 ９ 呉 塑 Ｇ Ｋ ｇ ｏ

Ｒ ｌ 寺 ポ さ ロ

山 へ 口 斗

「 ｍ Ｆ （ ｏ 『 、 ）

Ｕ 三 角 ｇ 労 Ｇ 川 旧

別 己 つ ｌ 一 言 ９
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ー
、

什 騨 型

守

逆 ’ て

U
U
L

pUp
t子

弧圃
［

L]
Ⅳ口
に

腰|豆｜ 「蓋

謝 噌 告 禰 黙

４

● 川 ｕ ｌ Ｗ 〉 Ｅ Ｕ い 〆 到 才 上 丁
Ｓ

（ テ １ ロ ー 元 蹄 恥 馴 餅 圧 耐 ）

岬 詞 畳

誌 丁
〒 剖 口 ｉ 一 之 現 、 肝 田 図 呂 Ｅ 州 ｍ

Ｔ Ｈ □ ｌ 元 引 ｍ ｒ （ Ｓ 巴 謬 － － ｍ ｍ い 、

ア 三 一 一 “ ９ １ ア 三 一 騨 呂
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／

, 神戸百店会
＊宝飾品Ｊｅｗｅｌ・P e a r l s
① 宝飾ミキモ卜

Mi k i m o t o P e a r l s
② 宝飾田崎真珠店

ＴａｓａｋｉＰｅａｒｌｓ
④ 宝飾夕ジマ

Ｔａ了ｉｍａＪｅｗｅｌ

⑤時計と宝石誌a黒tchR急｡p計店
⑤宝飾神戸ダイヤモンド

ＫｏｂｅＤｉａｍｏｎｄ
＊紳士洋月艮・洋品T a i l o r ＆Ｍｅｎ
⑦紳士服柴田音吉洋服店

ＴａｉｌｏｒＳｉｂａｔａ

③ﾈ′タイ霊to細i首晶aafザー
⑨紳士服三恵洋服店

ＴａｉｌｏｒＭｉｔｕｅｉ
⑩男子洋品フナキヤ

Ｆｕｎａｋｉｙａ

⑪紳士腿古i,房Ju雇洋月艮店
⑫洋品雑貨サノへ

Ｓａｎｏｈｅ

⑬ﾜ ｲ ｼ ｬ ﾂ篭b ･扇i rヒシャツ
⑭紳士服洋服の粋渡辺

Ｗａｔａｎａｂｅ
⑮紳士服ニニッケショールーム

N i k k e S h o w r o o m
⑮ 紳士服神戸テ－ラ一

K o b e T a i l o r
ニネ⑰紳士服飾忠､繕ShopUn。

⑬紳士シャツ大和屋シャツ
ＹａｍａｔｏｙａＳｈｉｒｔ

⑰メンズ ｳ ェアマーキュリー
M e n , ｓＷｅａｒＭＥＲＣＵＲＹ

⑭紳士服飾西ＪＩＩ

＊婦人洋装。洋品L a d i e ，ｓＳｈｏｐ
⑲帽子マキシン

M a x i m
⑳服飾雑貨ヱスターニニュートン

ＥｓｔｈｅｒＮｅｗｔｏｎ
⑪ 洋品スギヤ

ｓｕｇｉｙａ
⑫ハンドバックシラサ

Ｓｈｉｒａｓａ
③ベビー用品ファミリア
子供服Ｆａｍｉｌｆａｒ

国際会館 ] 階
( 2 2 1 ）００６２
I n t e r唾t i o n a l H o u S e

さんプラザ 3 Ｆ
( 3 9 1 ）４０８５
元町；、二丁目
( 3 3 1 ）５７６１
２．ｍｏ上Ｏｍａｃｈｉ
元聞Ｆｊ唾三丁目
( 3 3 1 ）１７９８
３m o t O m a c h i
卜 アロ－ド
( 3 3 1 ）２３９７
T o r R o 江ｄ

ｓＳｈｏｐ
一同「ｊ唖四丁・目繍｡,9..鳥，③
元町通一丁目
僧認t･舟.c舟Ｏ’
元阿通四丁目
( 3 4 1 ）７２９０
４－m o t o m a c h i
元町一 j m 3 丁・目
( 3 2 1 ）０３５６
３－ｍｏｔｏｍａｃｈｉ

剛｡薦iアダ
元町ｊｍ二丁目

'認｡#ａｃ１ＩＩ０７
熱｡凧簿､品：
国際会館南
（2 5 1 ） 8 5 0 １
４－ｌｓｏｇａｍｉ－ｄｏｒｉ
元町逝三丁．目
縄R･品ｃＡｉ９５
協掃雲母ｉ零
H a m k y u w e 写t E x i t
元 町逝一丁目
１３淵&｡‘熟ｃＡ１２
七ン ﾀ －街
（3 3 1 ）６ 9 5 6
国際店( 2 5 1 ) ０２２０
大丸前山側角
（3 3 1 ）７８５７
ＩｎｆｒＯｎｔｏｆＤａＩｍａｒｕ

トアロ－ド
( ３９１）１４３３

樗穂7~ｉｆ
樗嚇8~i；
卜アロ－ド
( 3 3 1 ) 3 4 3 6
Ｔ⑥ｒＲｏａｄ

鰯｡鯨i'二昌
元町１１~１１(391)5555
ドア・ロードヒンター街角

⑳ 洋傘オカダ蹴薦悪ショールＯｋａｄａ
⑳洋装マスヤ鰯ｆ弓街§亨子

３－ｍｏｔｏｍａｃｈｉＭａｓｕｙａ
⑮婦人服飾べヤ雛 : 麓制談

Ｂｅｎｉｙａ
⑳婦人･ 紳士セリザワ蹴燕学ｗ服飾Ｓｅｒｉｚａｗａ

⑳雫虞箆､n房F辰i馬u患店蕊､讃‘瀬
⑳高級婦人服地．マツヤ満惑溌締
お仕立てＫＯＭＡＴＵＹＡ
⑳婦人服飾三愛鳥 9 ｆ６プ 8 詔Ｙ

Ｓａｎ－ａｉ

⑳オートク装苑甫 3 , ) ７丸５５Ｗ
チュールＳｏｅｎ
＊装身具・月艮飾品A c c e s s a r y ‐D r e s s

:卿李c；(嘘参・曇耐副毒鱗･蕊ｌ－ｍｏｔｏｍ狸c h iアクセサリーｌｋｕｓｈｉｍａｙａ
⑬ ｱ …リー芸夢鞠慰 3 百；Ｇもｉｍｕ
⑭蹄人. 紳士靴クロス＆9 , 7 , ヲ8 丁( 代ＷＴｏｒＲｏａｄ高級閲白来雑貨ＣｒｏｓｓＳｈｏｅｓ
⑮姉人･ 紳士靴ヨシオ力滑3 , ）５九，９Ｗ
＊和装Ｋｉ柵紗6鞠eｏ！｡…｡ f…．
⑳呉服ちんがら屋蹴惑－３曹Ｃｈｉｎｇａｒａｙａ
⑰呉服みよしや熱凧患品 XMiyo s i y a

⑳衣裳忠ka g』M・衣裳店慰鰯眉3線
⑳衣鍵つるや衣裳店帥耐端. 品ＷＴｕｒｕｙａ
＊美容B e a u t y Ｓｈｏｐ
⑳美容ブ､ ル－あきら北野町３( 2 2 1 ) 9 0 8 0

口一ズあきら三宮本通り( 3 3 1 ) 4 4 6 1

⑨雲容需毒e需孟aMy曽謡ス肩鋤帯4榔,増'リ
＊美術・エ芸品Ａｒｔ
⑫美術元町画廊。若木屋帆: 愉認：ＭｏｔｏｍａｃｈｉＧａｌｌｅｒｙ
⑬画材･ 額縁末積製額騨j K & 『＄｡ ＃Ｓｕｅｚｕｍｉ

⑭工芸磯ｊＩｌエ芸店鞠患: 3 百ＫアクセサリーＩｓｏｋａｗａ

⑮美術…器淡ガｌＩｉｌ堂雛惑うｗＴａｎｓｈｕｄｏ

⑮新古美術篭r i s h m 新鰯｡ 薦７：
⑭美術品元町美術愚図群 8 ｒ￥
醗己念品僻答品平山商会魁, ) 戸，染i i i ’
＊家具家庭・文化用品F u r n i t u r e ‐Ｆａｍｉｌｙ

@家具恋g､闇R展ulZrS恵店撫刷伽羅間
⑬玩具ヵメャ蕊騎異野 ﾘ ﾘ 卿

ＫａｍｅｙａＴｂｙＳｔｏｒｅ （3 9 ﾕ ）４０４５

⑬〆カネ親K肩e･恩a1篭L値I完熟:｡鳥:''3
⑫”（ " 大上鞄店賊撫濯ＯＵｅｍ－ｕｎｋＣｏ.

⑬ ゴルフ用品タカハシ尤町遮呈丁目バッグ・鞄ＧＯＬＦ＆B A G m K A H A S H I 蝿品､ 炎ｈＪ７２

⑮薬品＝星堂薬局賊撫剰竜晶S a n s e i d o P h a r m a c y

⑯〆カネ服部メカネ店＃認､ 』し3 . i 灘H a t t o r i O p t i c a ] S h o p

⑰結納儀式用品ｊ童藤福寿堂＆ふ雨 . 硫識塁
Ｅｎｄｏ－ＦｕｋｕｊｕｄｏｎｒＲｏｎｄ

⑳写真ｽ ﾀ ジｵ ボンヌール写真室馬3 , ? 3 畿驚0 ＃ｉＩ
Ｂｏｎｈｅｕｒ

⑲店舗. 住宅インテリアイリフネ臆) ず昂i 堂L _ 専内装I n t e r I o r I r i f u n e

＊菓子・喫茶Ｃａｋｅ・T e a - r o o m
月 堂翻 . 薦王冒⑳豊洋蕊柔風getsudo

⑪瓦煎餅農me誌間｡慕本家撫'緋弔‘OIr
､ 蕊子匿n i 怠胤｡ 論本舗輔潔勢ツ
⑬洋. 菓子ドンク蝋急8 丁~ 曹喫茶Ｄｏｎｑ
⑭ ﾁ ｮ ｺ ﾚ ｰ ﾄ ﾓ ロゾフ難訪鄭旦鍵拶
喫茶 M o r o z o f f （ 3 9 1 ）２１４６

⑮ドｲ ﾂ 菜子ユーハイム就蝋‘息ｖ喫茶J u c h h e i m ，ｓ

…¥ : 齢曙淵烹鶏翼⑮洋菜子ヒロ

⑬和菓子二二つ茶屋潮｡ 燕蔚冒Ｆｕｔａｔｓｕｃｈａｙａ

⑲菓子寵n-Ta息goya砂屋潮｡薦蔚目
⑩ﾌ ﾗ ﾝ ｽ 菓子べル識プ i ﾗ ず拶ＷＢｅｌｌ

⑪ 瓦煎餅河南堂煎 : 撫淵K a n a n d o
⑫チョコレートコスモポリタン壱3 j 雪, 京2 1 , 1 壕

C O S m O p O l i t a n K y o m a c h i S t r e e t
⑬瓦煎餅菊水総本店輔｡ 駕測；・K i k u s u i S o h o n t e n
⑭喫茶Ｕc c 上島コーヒショップ誌ﾐ ｶ もﾀ ；
⑮ﾁ ｮ ｺ ﾚ ｰ ﾄ ゴンチャロフ誌霧ｲ 5 ﾂ 龍
キャンディＧｏｎｃｈａｒｏｆｆ

⑮パン･ 喫茶力スカ－ド勘フi ﾗ 3 ザ：：
Cas c a d e

＊和洋料理E a t i n g H o u s e
葉 亭雛 , ｡ 最瀬⑬…本料婁箆ikuyotei

⑲天婦羅お可川熱薦悪Ｏｋａｇａｗａ

⑪寿司本成駒家煎 i ; 鰯 . ＃H o n - N a r i k o m a y a
蔵雛鳥:;7-7噂⑫とんかつ蕊…

⑳ｽ ぺｲ ﾝ 料理力ルメン脇, 帯2 画2 弓肯
C a r m e n I i . Ｗ鴬冒発⑭欧風料理ハナワグリル熱｡ 品．: ‘’ＨａｎａｗａＧｒｉｌｌ

⑮ピﾔ倉ﾎ ｰ ﾙニュー・トーキョー徳'潔I &鳥ＮｅｗT o k y o
⑮海川魚時雨茶屋j 誠1 M 鳥w 諏嗣御料理ＳｈｉｇｕｒｅＪａｙａの壷も錨輔日｡ 束準瞥⑰軽料理鵜k o n o t s u b 。……唇h，
⑳レストラン北野クラブ綜髭ラグ噂ｆ

ＴｈｅＫｉｔａｎｏＣｌｕｂ１－K i 4 a n o - c h o
⑲ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ プランドウブラン職f k f 雨添ＢＩａｎｃｄｅＢｌａｎｃ

⑳ ふぐ ･ 天ぷ栄弥燃瀞織ら・寿司S a k a e y a
⑪ 寿司又平漁歯驚 & 塔曹Ma t a h e i

⑫ 神戸肉大井肉店翻鯛乎認ｌＯｏｉＢｅｅｆＳｈｏｐ
＊クラブ．。料亭N i g h t C I u b
⑬ 料亭松の家駒 k 鑑” - ＷＭａｔｓｕｎｏｙａ
⑭ナイトクラブ北野クラブを3 1 ）２塁も５ｗ

ＴｈｅＫｉｔａｎｏＣＩｕｂＫｍａｎｏ･ ｃｈｏ
⑮クラプデイスコテイツク４５鮒幽徽｡鞘｡ ＃
＊ホテルＨｏｔｅｌ

⑮ホテル砺篭,'婿諸ﾀﾙﾎﾃﾙ馳照.､if!？
⑰ホテル憲罷恕諦謝箇テル鼎｡薦3 , -甥
⑮観光旅館有馬温泉( 東有馬) 古泉閣脇息0 4 , . 7 3 ,

ＫｏｓｅｎｋａｋｕＡｒｉｍａ
⑲ホテル神戸タワーサイドホテル職場＃] i ( ず謡）

ＫＯＢＥＴＯＷＥＲ－ＳＩＤＥＨＯＴＥＬ

⑲ホテルニューポートホテル砿) ﾜ 4 - , ロデｒ
ＮＥＷＰＯＲＴＨＯＴＥＬ

＊商社T r a d i n g H o u s e

⑪ビール朝日麦酒ＫＫ恥l c m f 陰‘ｏＷＡｓａｈｉＢｅ伶ｒ
⑩電化製品ナショナル電化センター藩，, ) ７町７４屑

ＮａｔｉｏｎａｌE l e c t r i c C e n t e r K y o m a c h i - s u j i

⑩銀行太陽神戸金艮行繍噸議『擁ツＢａｎｋｏｆＴａｉｙ５ｋｏｂｅ

⑭靭排･紅茶ＵＣＣ上島劫ﾛ誹本社悩4,,弓’／直ｌ紬入
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〆蝿荊示．

昭
和
四
十
年
一
月
二
十
日

第
三
弧
郵
便
物
認
可

砥話桐１戸( 0 7 8 ｊ詔1 - 8 1 2 1

Ｆ＝一 一弓＝津面＝

表情ぽi叉篭
デリケートな心の動きをきそう、
秋のシチュエーションに囲まれて、

わたしたちは、
いろいろなことに感動しま等。

．美しく、味わい深く、
趣きのある秋をﾆ 大切にしたいものです。

＝

発
行
所
／
神
戸
市
生
田
区
束
町
１
１
３
の
１
大
神
ピ
ル
７
Ｆ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
鋤
二
二
四
六

昭
和
五
○
年
九
月
一
日
発
行
毎
月
一
回
一
日
発
行
凸
版
印
刷
株
式
会
社

ざ

。
Ｌ
収

９
Ｆ
声

■

ﾚ ﾝ プ弓ﾃ ﾝ ﾄ 署思わせる､秋の色。
同色系の岬暗とコントラスト。
一見､ 地味です鞍お荘配色が、

おだやかな秋の表情をぷぜてくれます。
ゴールド語朱のアクセントが印象的。

〈２階レディースフロア〉

一』

頒
価
二
○
○
円

縄
災
発
行
／
小
泉
既
夫
（
送
料
詑
円
）

ぞ
１
１
，
１

大 丸
神戸もとまち
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